
調理器具を市に寄贈した記事

（宇部RC）地区補助金プロジェクトの概要

平成２５年１１月７日、中野泰雄宇部ロータリークラブ会長が、久保田后子宇部市長に、新地区補助

金を活用して、宇部市在住の「障害者」と「独居老人」の食育を通じた自立支援や生活訓練支援のため

に、寄贈目録（オーブンレンジ２台、食器等）を手渡しました。また翌月２日に、宇部市総合福祉会館

２階調理室に管理者立会いの下で寄贈品を搬入しました。（下段新聞と写真を参照）

「福祉まつり」が大盛況を博した記事

実施後の効果

搬入後は、「障害者」や「一人暮らしの老人」が自立支援や生活訓練のための「料理教室」に参加され

ており「調理時間が短くなり、栄養やバランスの取れた料理のレパートリーが増えてとても助かりま

す。」と聞き及んでおります。平成２６年３月９日に開催された「福祉まつり」のバザーに、宇部ロータ

リークラブも参加して汗を流し、「障害者」や「一人暮らしの老人」との交流を深めることができました。

料理法を学ぶ宇部市在住の「高齢者」

「福祉まつり」バザーに駆け参じた宇部RC会員

真剣な眼差しの参加者

参加団体の代表挨拶

作った料理を食べる


